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５ 番   三宅 聡  議員  

質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

１．瀬戸市国民健康保険制度

について 

 

【質問趣旨】 

国民健康保険は、非正規雇

用者、個人事業主、高齢者な

ど、社会的に脆弱な層を多く

抱える制度であり、本市にお

いても医療アクセスの最後の

砦となっている。 

一方で、全国的に「保険料

負担の重さ」「財政の硬直化」

「収納率の低下」「子育て世帯

の負担増」などが課題として

指摘されており、本市でも同

様の構造的課題が存在すると

捉えている。 

そこで、本市の国保制度の

現状を確認し、持続可能で公

平な制度運営に向けた改善策

を伺う。 

 

 

 

 

 

 

（１）加入者構成について 

 

 

 

 

（２）保険料水準と負担感に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

（３）国保財政について 

 

 

 

（４）収納率の現状と改善策

について 

 

 

 

① 本市の国保加入者の年齢構成等は他市と比較してどのようになっているか伺う。 

 

② 国保加入者の構造的特徴が、保険料水準や財政運営にどのような影響を与えてい

ると認識しているか伺う。 

 

① 本市の国保料（所得割・均等割・平等割）の水準は、近隣自治体と比較してどう

か伺う。 

 

② 特に子育て世帯に重い均等割について、市として独自軽減を検討したことはある

か伺う。 

 

③ 国が進める子育て世帯や低所得世帯の負担を減らすための「均等割の軽減強化」

への対応状況はどうか伺う。 

 

① 直近５年間の国保会計の収支状況（歳入・歳出・基金残高）の推移について伺う。 

 

② 国保財政の安定化に向けた中長期的な見通しや計画はあるのか伺う。 

 

① 本市の国保料収納率はどのように推移しているか伺う。 

 

② 収納率向上に向けた具体的な取り組みと、その効果測定はどう行っているか伺

う。 
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 ５ 番 三宅 聡  議員  

質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

 

 

 

 

 

（５）窓口対応・制度周知に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

（６）デジタル化・事務効率

化について 

 

 

 

 

 

 

（７）医療費適正化と健康づ

くりについて 

 

 

 

① 国保料算定の複雑さにより、市民から「分かりにくい」という声があるが、市と

してどう認識しているか伺う。 

 

② 国保料の軽減措置や各種給付など現行制度や改正の際の周知は十分しているか

伺う。 

 

③ 国保料の納付についての相談支援体制の強化（専門相談員、オンライン相談など）

の検討状況はどのようか伺う。 

 

① 本市では紐づけ率約 70％と聞いているが、マイナ保険証の導入に伴う事務効率化

について伺う。 

 

② 国保料のオンライン納付やキャッシュレス化の推進状況はどうなっているか伺

う。 

 

③ 申請手続きのオンライン化やワンストップ化の課題は何か伺う。 

 

① 特定健診・特定保健指導の受診率向上に向けた取り組みについて伺う。 

 

② 重症化予防（糖尿病、心疾患など）の効果測定をどのように行っているか伺う。 

 

③ 医療費適正化と市民の健康増進を両立させるための今後の方針を伺う。 

 

 



（様式２） 

備考 １．必ず、大項目を【１、２、３・・・】、中項目を【（１）、（２）、（３）・・・】、小項目を【①、②、③・・・】として明記し、質問内容、要旨等の具体的かつ明瞭化に努める。 

２．数値の答弁を求める場合は、必ずその旨を記載する。また、過去の経緯、他市の状況等の答弁を求める場合も、同様の扱いとする。 

３．ＭＳ明朝体、１２ポイントで記載する。 

（ 3 ページ） 

５ 番 三宅 聡  議員  

質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）医療費適正化とリフィ

ル処方箋について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）持続可能な制度とする

ことについて 

① 本市として、リフィル処方箋の利用件数を把握しているのか伺う。 

 

② リフィル処方箋の活用が進んだ場合、再診料の減少など、どの程度の医療費適正

化の効果が見込めると考えているか市の見解を伺う。 

 

③リフィル処方箋の市民向けの周知、医療機関・薬局との連携、薬剤師会との協働

など、今後どのような普及策を講じる考えか伺う。 

 

④ 本市国保の財政改善策の一つとして、リフィル処方箋の推進を位置づける考えは

あるか伺う。 

 

① 国民健康保険制度を、本市として今後どのように持続可能で公平な制度へと再構

築していくのか伺う。 

 


